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論　文　の　内　容　の　要　旨
　人類の歴史の中で，およそ  万年前に栽培農業が出現したと考えられている。それが人類のライフスタイ
ルを狩猟型から農耕型へと大きく変化させた。今日の人類の文明は，その古代の転換に端を発している。作
物の生産物を増大させるということは，栽培化の過程の共通の目標であった。考古学的な研究によって，オ
オムギ（Hordeum vulgare）が最も古い作物のうちの一つであるとの証拠が集積してきた。この古い時代の
栽培化の過程で，安定してそれ以前の 3 倍粒数の収量をもたらす 6 条型のオオムギを選び出したことも明
らかになってきた。収量が増大したことから，オオムギが中東の新石器文明の基礎を支える作物（founder 
crop）の一つとなった。オオムギの穂には各々の軸の中央に  つの，その両側に 2 つの小穂を有している。
野生型の祖先種（H. vulgare ssp. spontaneum）は 2 条型で，両側に痕跡程度の稔性のない小穂を有する。こ
れは自然界では脱粒後の種子の分散にとっては有利にあった。最近まで，6 条の表現型の起源は不明であっ
た。全ての 6 条型の栽培品種はこの遺伝子を有していることから，6 条型をもたらす遺伝子のうちで vrs1 が
栽培化という視点からは最も重要な遺伝子座である。この遺伝子は，オオムギの染色体 2H に存在する。こ
の染色体の部分は，イネの染色体 4 と 7 とにシンテニーの関係がある。
　この vrs1 遺伝子のクローニングを目指して研究をおこなった。まず，イネとのシンテニーを利用してイ
ネの遺伝子配列の情報を元にマーカー密度を増やし，vrs1 領域周辺の精密な遺伝子地図を作成した。これ
を元に，最終的に我々は，遺伝子地図情報を利用したクローニング法によってオオムギの 6 条型の穂を作り
出す遺伝子として vrs1 を単離することに成功した。この遺伝子の対立遺伝子である野生型の Vrs1 遺伝子（2
条型の表現型を作り出す）は，直近にロイシンジッパーのモティーフを有する homeodomain を含む転写制
御因子をコードしていた（HD-ZIP）。Vrs1 の遺伝子発現は，未熟な穂の側小穂の原基部分に限定されていた。
Vrs1 は優性であるので，VRS タンパクが，抑制因子として遺伝子の DNA と結合して側小穂の発達を制御
する，リプレッサータンパク質であることを示している。突然変異系統を利用した分析から，Vrs1 の機能
を消失させると，2 条オオムギから，完全に発達した稔性のある 6 条の小穂を有する 6 条オオムギの表現型
を示すことが明らかとなった。
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　オオムギの Vrs1 遺伝子を含む全領域の配列を明らかにし，そのコンティグ配列と，イネゲノム配列とを
比較した。イネゲノム中には対応する部分（染色体 7）に Vrs1 遺伝子と類似する遺伝子や類似の機能を有
する遺伝子は存在しなかった。別の部位（染色体 4）に相同配列の遺伝子が存在した。しかしイネではこの
遺伝子の機能は不明である。これらのことから，オオムギの Vrs1 遺伝子はイネなどの祖先種からみて転座
していることが明らかになった。この転座を含む進化の過程で小穂の発達をコントロールする Vrs1 が作ら
れたのであろうと考えられる。
　複数の栽培種および突然変異系統の 6 条オオムギの Vrs1 遺伝子の配列を調査し比較して，その系統関係
の分析を行った。その結果，6 条型の表現型をもたらす遺伝子が，異なった時代に，そして，異なる地域に
おいて，独立して作出されたことを明らかにした。
審　査　の　結　果　の　要　旨
　本論文は，オオムギの六条性を制御する遺伝子を明らかにし，それのクローニングを成功させ，またこの
遺伝子の来歴までも明らかにすることに成功した。その科学的な新規性および農業利用の面で有用性が極め
て高く，審査員が一致してその価値を認めた。
　よって，著者は博士（生物資源工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
